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あっという間に今年もあと1か月を切りました・・・・ する事が山積みで、どんどん焦る私

です。焦っても何一ついい事は無いので着実に一つ一つしなければいけないと思います。今

年を振り返ってみると人手不足で多くのお客様にご迷惑をおかけしてしまい、とても反省

しております。

「忙しいの分かっているから早目に連絡したから慌てないでいいよ。」

なんてもう神様にしか見えません。人員を増やすための努力をしているつもりですがなかな

か・・・。

しかし！！この年末に良いご報告が一つあります。とうとう弊社にも遅ればせながらホー

ムページができました！！パンパカパ～～ン もしお時間ございましたら見ていただける

と嬉しい限りです（笑）

肉付きのいい夫婦がニコニコ パンパンの顔で笑っております。明るさだけがウリです。

このホームページを見て、優しい元気な技術を身に着けたい男子・女子来てくれる事を祈

るばかりです。年明けに応募の連絡がバンバン！！なって欲しい。

そして来年こそはお客様をお待たせする事のないようにしたいと思っています。

来年も引き続きアトム徳永電機をどうぞ、よろしくお願いいたします。

ゆっくり

裏面もみてね

★会社名：徳永電機（株） （アトム電器東市来店）
★社員 ： 8名
★ご提供できるもの：給水装置工事、水道工事、空調設備、浄化槽工事

オール電化工事、家電修理・販売、住宅リフォーム工事全般
★モットー：お客様のご不満・ご不便を解消し喜んでいただくこと。地域に根ざしたｻｰﾋﾞｽ
★好きな言葉：元気が一番、元気があれば何でもできる(byアントニオ猪木)
★会社の場所：日置市東市来町湯田３２４９（錦龍館様となり）

ちょっと小耳に

皆様甘いスイーツお好きでしょか？私は大好きです。
ここで知り合いより紹介してもらい頂いたら大好きになっ
た佐賀県の銘菓
「さが錦」をご紹介いたします。小豆が入りふわっとして
いてほのかな甘みでとても美味しい。今頃とおっしゃる方
も多いと思いますが甘すぎず日本茶にあいますのでまだ頂
いたことのない方はぜひ頂いてみてください。

利用期限が12月31日ま
でのなっておりますの
で！！
ご注意ください！！

※2026年カレンダー
お書き込める大きめのカレン
ダーです。
必要な方がいらっしゃれば店舗
にありますのでお声かけくださ
い！！

みなさん、こんにちは。徳永剛です。「乗ってくれっ♪キャモン！」 「A～HA！」 11月某日、矢沢永吉の

コンサートに行って来たのです。「ロクローナイ♪」 「A～HA！」 待ちに待ったコンサート。 「フィリキャム

♪フィリキャム♪フィリキャム♪トｳ～♪ミ～」 大学の同級生4人で行ったのだ。

その同級生達は大学生時代よく私の部屋にタムロってたのだ。麻雀をよくしたのです。下の階の優しい定

食屋のおばちゃんから「一晩中、皿を洗ってるの？」と聞かれた事があったのだ。。麻雀パイを混ぜる音だ。

夜中うるさかったのだろう。今思うと非常に申し訳なかったのです。朝になり、１０００円握り締め、パチスロの

モーニングに並ぶ。そう、皆ちょっとダメな学生達だったのだ。

しかし今、皆偉くなったのです。中の一人のイトウはスーパーゼネコンの本社土木部長。部下は数百人い

るだろう。他にもツカピー、プーさん。大手コンサルタントの部長、課長。偉くなったもんだ。しかし4人集まると

そんな事はどうでもイイのだ。そもそも集まるキッカケさえあればイイのです。もっと言えば前回の矢沢永吉の

コンサートにもこのメンバーで行ったのだが、私以外、そこまで矢沢永吉のファンではナイのだ。ただ何かの

理由で集まり、東京から、鹿児島から福岡に集まり、飲めればそれでイイのです。楽しい時間なのだ。昼間っ

から「一杯だけ」を合図にジョッキで４～５杯、祝杯するのです。

ほろ酔い気分で矢沢永吉のコンサートが始まる。サイコーのステージ。声、仕草にシビれる。酒に酔ってる

のか？矢沢の声、仕草の酔ってるのか？最高！そして4曲目。その大学生当時の懐かしのナンバーが。「お

めでた～いぜ♪今頃っ♪」 鳥肌の感動。「世話がやけるぜ」を熱唱。 まさに大学生時代のサイコーのあの

頃に引き戻される。「そこであの娘に逢えたら～♪抱き上げろ♪」 曲が終わり、感動のあまり呆然とする。す

ると矢沢永吉のファンでないイトウの信じられない一言が 「飲み過ぎて気分悪いの？」

ちょっとメジャーではない曲が今回次々と流れる。私としては最高なのだ。中でも私が20代の頃のナンバー

が最高。 「ＹＯＵ～♪この俺を～♪ＹＯＵ～♪こんなにも～♪」 きゃあ～！その名も「ＹＯＵ」 だ。シビレ

るぜ～。さらに 「ア～ユ～レイディｯ トｳナイ♪」 きた～！「街中の♪眠りを♪さますまで～♪叫～ぶぜ～

♪」 一緒にシャウトする。 「ワン・ナイト・ショー」だ。20代のあの頃に、何にでもなれると思ってた20代に引

き戻される。 最後に「止まらないHa～Ha」 「トラベリング・バス」 でみんなでタオルを投げ上げ、会場が一

体となり熱唱する。やはり矢沢最高。

コアな曲をたくさん聞けて最高だったのです。がしかし私のツレ共はさほど矢沢永吉のファンでは無いのだ。

「今回は3曲ぐらいしか分からんかった」とか「前半、全然知らんくてヤバかった」とかほざくのです。「世話がや

けるぜ」について今、語りたい。「ワン・ナイト・ショー」のカッコよさをもっともっともっとっと今、この瞬間、熱弁し

たいのだ。しかし私のツレとは無理なのだ。なんかモヤモヤが残るのです。

そして居酒屋へ。きっとココでもジョッキで５～6杯飲んだのだ。コレも楽しい。すると本気の矢沢ファンが入

店。革ジャンに矢沢の刺繍。本気のファンの男女達。すぐに意気投合。「どの曲が良かった？」「ＹＯＵ最高

～」 「イイネ～。YOUのドコが好きよ？私は（ YOU♪罪～な人♪） の所～」 「ソコソコ～、クウウ～ そこ

の曲調が変わる所～、カッチョヨかった～」 やっと私の思いを分かち合えたのだ。 そしてツカピーとスナッ

クへ。夜の11時ぐらいから他の客もいなくなり、矢沢永吉に酔いしれてる私は4～5曲今日のコンサートの歌を

矢沢になりきり歌いまくったのだ。お酒も5～6杯追加。やっと矢沢永吉のコンサートの旅が終わったのです。

後日私はインフルエンザになったのだ。妻にも感染。そして休み明けに仕事を休むのだ。最低だ。迷惑だ。

でも娘が心配し、飲み物などを持って来てくれる。きっと私を皆こう思うだろう。「世話がやけるぜ」と。では。


